
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  類似業種比準方式の改正 

Ｑ：自社株の評価方法である類似業種比準

方式が変更されたそうですが、どのようにな

ったのですか？  

 

Ａ：評価会社の１株当たりの利益金額がゼ

ロの場合の計算が変わりました。 

【解説】 

自社株評価を類似業種比準方式で算出す

る場合は、次の算式で求めることになってい

ます。 

類似業種比準価額＝ 

Ａ×〔○Ｂ／Ｂ＋○Ｃ／Ｃ×３＋○Ｄ／Ｄ〕×0.7 

            ５ 

Ａ：類似業種の株価 

Ｂ：課税時期の属する年の類似業種の１株

当たりの配当金額 

Ｃ：課税時期の属する年の類似業種の１株

当たりの年利益金額 

Ｄ：課税時期の属する年の類似業種の１株

当たりの純資産価額 

○Ｂ：評価会社の１株当たりの配当金額 

○Ｃ：評価会社の１株当たりの利益金額 

○Ｄ：評価会社の１株当たりの純資産価額 

これまでは、算式の○Ｃの金額がゼロの場合、

分母を５から３に変えて計算することとされ

ていましたが、評価額が高くなってしまうと

いう指摘を受けて、今回、ゼロであっても分

母は３に変えない(５のまま)で計算すること

とされました。 

この改正は、今年の１月１日分から適用さ

れることとなっています。 
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